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情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会
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２村内各区　ウンガミ・豊年祭

　９月２日、謝名城の城（グシク）でウンガミが行われました。

　城（グシク）のウンガミは海の神だけでなく、山の神もお迎えして

五穀豊穣、豊漁をユンクーイ（祈願）する祭祀で最も重要な祭事とされ、

毎年旧盆明けの最初の亥の日、東方の高台、ウイグシクで行われます。

　祝所殿内で祈願した後、「カアカアー」を打ちながら上城へ上ります。

アサギでは少年（この日は青年）が

たたくカアカア―の独特なリズムに

乗って縄アシビの儀式が行われ、集

まった人々には山の幸を象徴するシークヮーサーと海の幸を表すムギ

ク（海ブドウの一種）が授けられます。最後に海の神を送る儀式を行

います。海の神様はザン（ジュゴン）に乗って帰ると言われ、歌の中

にもザンと言う言葉が出てきます。

　饒波区の豊年祭はお宮での祈願後、ミチズネー、アサギマーでのエンサー奉納踊りを行います。

　エンサーは右手右足、左手左足が同時にあがるナンバンと呼ばれる踊り方です。奉納踊りは以前は男

性だけで行っていましたが、昭和 16 年から女性も加わるようになりました。９月２日に行われた豊年

祭では区民だけでなく、区

にゆかりのある役場職員や

郷友会など多くの人が参加

し豊年祭を盛り上げまし

た。最後に踊られた「鶴亀」

は五穀豊穣を願う踊りで昔

から成人会に引き継がれて

いるものです。

　今年度の塩屋湾のウンガミは神事が若干簡素化し塩屋で豊年踊りが

行われる“ウドゥイマール（踊り年）”でしたが、台風接近予報に伴

う安全確保のため、コロナ禍の開催と同じく神人による御願行事のみ

の開催となりました。ハーリーや豊年踊りの開催はできなくなってし

まいましたが、多くの方が見学にいらっしゃる中、厳かに神事が執り

行われました。

　根路銘区・上原区合同の豊年祭も同日に行われました。両区区長

を中心とした役員による山と海への祈願を行った後、夕方から御嶽

前での奉納舞踊、その後公民館で豊年踊りが行われました。子供た

ちが舞台に上がる演目も多く、皆練習の成果を存分に披露しました。

　9月23日には津波区でも豊年祭が行われました。４年ぶりの開催となっ

た今年も前半は伝統的な「長者の大主」から「大主（ウフヌシ）」まで

の演目を、後半は余興の演舞や民謡ショーなども行われました。各字そ

れぞれの形で伝統に触れ、そして継承していく機会となりました。

謝名城ウンガミ

饒波区豊年祭

塩屋湾のウンガミ

根路銘区・上原区合同豊年祭

津波区豊年祭

～　村内各区　ウンガミ・豊年祭（９月）　～

３ 中学校運動会

令和５年度　第８回大宜味中学校運動会
　９月 10 日（日）、大宜味中学校において令和５年度第８回大宜味中学校運動会が行われました。

　今年の運動会は結の浜に移転してから初めて中学校だけで行う運動会。大中生たちはリーダー

を中心にこの日まで「一人一人の個性を豊かに　みんなで築き上げていこう　最高の大中クオリ

ティー」をテーマに一生懸命練習に取り組んできました。

　初めての試みとなる各学年でのリズムダンスや障害物リレー、久しぶりに行われた同窓生リレー

など青空の下、生徒主体の種目が次々と繰り広げられました。

　運動会を終え、生徒会長の宮城松さんは「今年の運動会では一人一人の青春の１ページを応援

してくれるみなさんに届けられたと思う。エイサーの指導にあたってくれた村青年会、応援してくれた地域の

方々や保護者に感謝したい」と感謝の気持ちを伝えました。

リズムダンス

１年生 ２年生

３年生

総力リレー

障害物リレー

獅子舞・エイサー

綱引き 来賓・サポーター種目 同窓生リレー
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第４弾 「大保ダムで ・ ・ ・ 」

　９月 23 日 （土）、 大保ダムにおいて令和５年度わんぱく体験団④「大保ダムで ・ ・ ・ 」 が行われました。

　大保ダムまつりと同日になった今回のわんぱく （わんぱくの方が先に決まっていたけれど…）。 イベントが重なってお互い

人が集まらなくても面白くないし、 だったら一緒にやってしまおう！と言うことで無理やりねじ込ませてもらいました大保ダムま

つり内でのわんぱく体験団。 ただ、 まつりに参加するだけではわんぱくらしくない、 何をしようか考えていたところ、 ダムの

植樹に関わった方から、 植樹した木が盗まれて困っているとの情報が、 なのでわんぱくで注意喚起の看板を作ることにし

ました。 どんな言葉、 どんな絵を描いたら見た人に伝わるのか考えながら作ります。 　

令和５年度わんぱく体験団まつりとコラボで楽しもう♪

　看板づくりが終わったら、 大保ダムまつりのオープニングセレモニーに参加。 髙良凌平さん、 大湾光さんが一日管理

支所長に任命され、 所長の仕事を体験。 その間他のメンバーたちは森に学ぼうに参加し、 育樹体験をすることになりまし

た。 ところが、 ここでまさかのスコール。 この日の天気予報は晴れだったはずなのに…この時間は降らないはずだったのに…

なぜか大保ダム周辺だけ降っている !? 雨宿りしたはずなのに、 まだ湖面での体験活動もしていないのにすでにびしょ濡れ

のわんぱくたち。 濡れたままですが、 育樹活動に取りかかります。 シークワーサーの周りにみかん木用の肥料をまきまいて

生育のお手伝い。 ついでにみんなが作った看板も周りに立てて記念撮影。 って、看板写ってなかったね（ごめんなさい）　。

　森に学ぼうの後はみんなが楽しみにしている湖面での体験活動。 しか～し、 ここでも雨の影響が…。 実はこの時雷警

報が出ていたため、 プログラムに変更が。 焦る事務局、 急かされるランチタイム。 時間をずらして何とかカヌー、 サップ

はできたけれど、 湖面遊覧は中止となりました。 湖面遊覧を希望していた団員には申し訳ないことをしてしまいました。

　カヌーは２人乗り。 前後で声をかけながらリズムよく進みます（進めたかしら？）。

思っている以上に遠くまで行くカヌー集団。 楽しい旅ができたことでしょう。 サップ

はとりあえず座って漕ぐことから始めます。 慣れてきたら立ってサップを漕ぎます。

みんな初めてなのにしっかり立って漕ぐことができました。 バランスを崩して落ちる

ことはなかったのに、 なぜか自ら飛び込む人たちが。 これにはサップのお兄さん

たちもびっくりしていました。 雨で十分濡れているはずなのに…。

　湖面体験の後は学習の川で水遊び。 何度も滑り台を行ったり来たりループす

るわんぱくたちにこちらの目が回りそうでした。 急な予定変更もありましたが、 初

めての体験をすることもでき、楽しい活動となりました。 終わりよければすべてよし！
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10 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 2,699 人

〇貸出冊数…4,631 冊

〇登録者数…１59 人

9 月の統計（9/22 まで）

〇来室者数…のべ 49 人

〇貸出冊数…42 冊

現在の蔵書数…6,935 冊

※来室の際は、感染症対策へのご協力をお願いします。

　体調の優れない方は、来室を控えてください。

新たな指導者を育てる　琉大紙漉き研修
　㸷᭶ 1�᪥㸦ᮌ㸧㹼 1�᪥㸦㔠㸧、⌰⌫大学に࠾いて生ᾭ学⩦ㅮᗙࢩࠕー࣠ࢡーサーと࢘ࣙࢩࣂを౑っ

て⣬ⁿࡁをしよ࠺㸟㸦⣬ⁿࡁ◊ಟ㸧ࠖ が行われࡲしたࠋ

　ẖᖺ行われている大宜味小学校の༞ᴗド᭩స成にకい、ᩍ⫱ጤဨ会ではᣦ導に࠶たるᣦ導者の⫱成も

行っていࡲすࠋ௒ᅇも᪂たな࣓ࣥࣂーを㐃れ、⌰⌫大学の௰㛫ఙᜨඛ生ࡽ࠿┤᥋ᣦ導をཷࡅながࡽ、ᢏ

⾡⩦ᚓのたࡵの◊ಟを行いࡲしたࠋ

　◊ಟではᰁᩱసり、ཎᩱసり、ᰁࡵ、⣬ⁿࡁの༞ᴗド᭩をసる୍㏻りのᡭ㡰とὶれ、ឤぬを☜ㄆする

とともにᰁᩱࡸཎᩱの㔞をᩘᏐでぢᴟࡵるసᴗを行いࡲしたࠋ

　◊ಟを⤊࠼たཧຍ者ࡽ࠿は࢘ࣙࢩࣂࠕをಽすとこࡌࡽ࠿ࢁっࡃりయ㦂することがでࡁຮᙉになった 、ࠖ

れることを▱りⰋࡲが生ࢺー࢔ࡽ࠿ࢺࣥࢹࢩࢡ࢔ࡸったが、ᑐฎ方法࠶もࢺࣥࢹࢩࢡ࢔ないࡅᛮいがࠕ

い⤒㦂になったࠖな࡝のኌが⪺࠿れ、ᐇりの࠶る◊ಟがでࡲࡁしたࠋ

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

新着図書

１０/２０（金）まで、平良キクさん（大兼久）

が製作した切り絵やぬりえの作品を展示して

います。

匿名希望　様　　15 万円　　令和５年９月 15 日寄付

大宜味村育英会へ寄付
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７ 村史編さんだより

　海邦国体で特に記憶に残るのは、本県で行われる国体で初の試みとなった民

泊であろう。本国体の成功は民泊の成功にかかっているとも言われる程重要な

要素であった。民泊家庭においては、家屋の増改築や空調設備を整えるなどの

他、洗濯機や寝具、食器類を揃える等、経済的負担も並大抵ではなかった。そ

れに加え、食事の提供から衛生面や接客面の指針の遵守が徹底され精神的負担

も大きく、民泊を受け入れることはなまなかな覚悟ではなかった。

　さらに、海邦国体基準献立が民泊家庭にも適用されるため、標

準献立講習会が村内で実に３１回も開催された。食材調達につい

ては、給食センターで一括購入を行うことで、村内民泊の献立統

一が可能となったが、調理は嫁いだ娘を呼び寄せ、婦人会や近隣

住民が協力して、朝も暗いうちから朝食づくりに取り掛かり、夕

食から翌日の仕込を終えるのが深夜に及ぶという状況が連日続き、

郷土食を盛り込み栄養バランスのとれた心のこもった食事が、９

月１６日から２４日までの９日間提供された。そして、人々はそ

の合間に太鼓や横断幕を持って選手の応援に駆け付けるなど、ま

さに“国体一色”の一週間であった。
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の
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子
殿
下

↑大会本部、艇置場は海上に設置する方法となり、国、県、施設管理者と協議を重ね整備が行われた

↓塩屋小学校での開会式の様子　1人二役も三役もこなし村を挙げて大会を成功に導いた　

　　左：大宜味中学校生徒は息の合った合唱で歓迎　　　　　　　右：村内小学校全児童２３０名による勇壮なエイサー

６

村史編さんだより

村史編さんだより

第 150 号　2023 年 10 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

　昭和 62（1987）年 9月 20 日から 23 日の４日間にわたって、村政史

上最大の行事として歴史に刻まれた「第 42 回国民体育大会（海邦国体）

漕艇競技会」が塩屋湾で開催された。

　昭和 57（1982）年 12 月、会場地が塩屋湾に決定すると、県漕艇協会（現

ボート協会）の設置よりも早く、村では「くにびき国体」漕艇競技会

が開催された島根県美保関町へいち早く先催地視察員を派遣した。

　とにかく、全く未知の競技であることに加え、誰も経験したことの

ない全国規模の大会開催のうえ、大会２日目の９月２１日には、皇

太子徳仁親王殿下（当時）のご観覧も予定されており、村当局の重

圧は相当なものであった。

　昭和 59（1984）年 2月 10 に準備委員会設立、昭和 60（1985）年

5月 31 日の実行委員会設立と共に、村国体室が設置され、事務局に

は膨大な作業がのしかかってきた。常任委員会と六つの専門委員会

の同時進行、調査研修、企画準備に奔走しながら地元選手の養成に

も努めた。

　村民も一丸となって海邦国体成功を目指して開催準備に取り組ん

だ。十分な講習会が持てなかったにも関わらず、競技役員、補助員、

係員が個々で研鑚努力、競技運営に万全を期して取り組み、特に、辺

土名高校、大宜味中学校の補助員のきびきびした業務は、本競技会の

模範であった。

　期間中は危惧された台風の襲来もなく、４日間にわたってスムーズ

な運営が行われ、９月２３日には熱戦の舞台となった塩屋湾が静かに

見守る中、表彰式・閉会式が行われ、海邦国体漕艇競技大会は幕を閉

じた。正午前には沖縄県で 20 世紀最後となる金環日食が観測され、神秘に満ちた美しい光の輪の残像と共に、

海邦国体の思い出は人々の脳裏に強く刻まれた。
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名
高
校
生
と
県
選
手
団　
　

下
：
競
技
の
様
子
と
熱
心
な
応
援
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ޠࠆߔើ⊑ߦᦨᄢ㒢ࠍ⢻ജߩ⍮り　⥄ಽࠍಽ⥄ޟ　

　　

ޔり޽߽ߣߎߚߞߥߦᴒ✽߽会႐ߪࡊ࠶ࠞ࠼࡞࡯ࡢߩ࠻࠶ࠤࠬࡃ　 り߇り਄⋓޿ߏߔ

࠶ࠤࠬࡃߩౝ⋵ߢࠎߥߜߦᄢ会ߩߎޕߚߒ߹޿ߡߞߥߦߌ㊉付ߦࡆ࡟࠹߽⑳ޕߨߚߒߢ

ޔ߇ߚߒ߹޿ߡࠇߐ੺⚫ߢࡒࠦࠬࡑߩ╬ᣂ⡞߿ࡆ࡟࠹߇㑐ଥ⠪࠻ 㧛㧣㧡ߢᧄ᧛಴りߪߦਛߩߘ

㧢ᐕߢࠗࡂ࡯࠲ࡦࠗߩᵴべߚߒㄝ࿯ฬ㜞ᩞߩ㑐ଥ⠪߽ޕߚߒ߹޿�

　ᢙᐕ೨ޔ ߇ߣߎߩᵴべߩߢࠗࡂ࡯࠲ࡦࠗߩㄝ࿯ฬ㜞ᩞߩߘ ޠኻ᛫ߦߐㅊ᳞　㜞ߐㅦޟ ⷗߁޿ߣ

಴ߢߒᣂ⡞ߦឝタޕߚߒ߹޿ߡࠇߐ ㄝ࿯ฬ㜞ᩞߪෳടࡓ࡯࠴ਛޔ ໑৻ࠬࡦࡔ࠲ᐔဋり㐳㧛㧠㧣

㨍㨗ޔ 㜞߇ߐⷐ⚛ޔߡ޿߅ߦ࠻࠶ࠤࠬࡃࠆߥߣ Ᏹߦ㧛㧣㧚บㆬᚻࠍ⋧ᚻ┹ޔ޿ ߁޿ߣ㧞࠻ࠬࡌ

⚛᥍޿ߒࠄᚑᨐࠍᱷޕߚߒ߹ߒ ᓐߩ⿷ߪࠄㅦ߁޿ߣߐ⥄ಽ㆐ߩ⢻ജߦ࡞ࡈࠍ⊒ើޕߔߢߩߚߒ

ޠ޿ߥߎߞ߈ߢߖ߁ߤࠄ߆޿ߥ߇ۑۑޔࠄ߆޿ߥり⿷߇ۑۑߪߦಽ⥄ޟ ߡߞഠߡߴᲧߣࠎߐۑۑޟ

ޔࠄ߆ࠆ޿ ޠ޿ߥࠊߥ߆ ޕߔ߹޿ᕁߣࠆ޽߽ߒ⺕߇㛎⚻ߚ߼⺼ࠄ߆೨ࠆߔⴕേߣ ޔߒ߆ߒ ߡో

ޕߔߢߩ޿ߥࠄ㒢ߪߣࠆߔᚑഞ߽ߡ޿ߡߞࠊ஻߇ ើ⊑ߦ࡞ࡈࠍജࠆߡᜬߩᲧセより⥄ಽߩߣઁ

ޕߔ߹޿ᕁߣ߆޿ߥߪߢߩߥᄢಾ߇ߣߎࠆߔദജߡߒ ޔߒ߆ߒ ޔߚ߹ ߦ૕ᩰ߿⽩⟥߈ߟࠇ߹↢

ᕺ߹ޔ╬ࠇ ദജ߽ߩࠆ޽߽ߩ߽޿ߥࠊߥ߆߽ߡߒ੐ታޕߔߢ ఝ૏ᕈߩより߽⥄ಽࠆ߇ߒ߹⟴ 
೨

ㅀߩ႐ว⿷ߩㅦߐ ޔߒ߆↢ࠍ� િ߫߇ߣߎߔᄢಾだߣᕁޕߔ߹޿

　੹ޔ 教育⃻႐ߪߢ ޠቇ߮ߥ୘೎ᦨㆡޟ ޔߡߞ޿ߣ ᨵߚߓᔕߦ㑐ᔃ࡮๧⥝߿ᕈ․ߩሶߩੱ৻ੱ৻

エߥᜰዉࠍⴕޕߔ߹޿ߡࠇࠄ߼᳞߇ߣߎ߁ ޔߌߟ⷗ࠍߐ⦟ߩりߥሶߩߘߊߒᱜߪࠇߘ ⹺ޔ߼ િ

ޕߔߢߩ߁ᕁߣだߣߎߊ޿ߡߒ߫

᡽ା教育㐳ࡓ࡜ࠦ～߹ߓ޽ߩ

　運動会、陸上の季節となりました。 スポーツの秋ですね。 過ごしやすくなってきた読書やスポーツをするのに適してきたから「○
○の秋」 と言うのでしょうが、 沖縄は 10 月でもまだ夏のようです。 「食欲の秋」 はいつでも継続できるけど…

ߩ߽߈↢ߩ੹᦬⑼࠽㧤ࠢࠗ࠽ࠗࠢ࡞ࡃࡦࡗ
ޕߔߢ࠽ࠗࠢ࡞ࡃࡦࡗߩߺ㚔ᨴ߅さんߥߺޔ⑳ۭࠗࠨࠗࡂޓ

ޔ߼ߚߩ㘺⢒ਅ❥ᱺޕߔߢん߁㆑ߪߣ࠽ࠗࠢ࡞ࡃࡦࡗߩઁߪ⑳߽ߡߞ⸒ߣ

ޕ࠽ࠗࠢ࡞ࡃࡦࡗߚࠇࠄߡ⢒ߦੱ

✵⸡ޔ߼ߚࠆߴ⺞߆ࠆߌ޿ߡߒࠄ᥵ߢ↢㊁߇ߜߚ⑳ߥんߘ੹࿁ߡߒߘޓ

ޕߚߒ߹ࠇ᡼㠽さߦ㊁ᄖߦ⊛㛎⹜ߌઃࠍベ⿷ߣାᯏ⊑ޔᓟߚߌฃࠍ

ర᳇ޔ߆ߩࠆ޿ߦㄝりߩߤ޿ߚ޿だ߇ߜߚ⑳ޔߢߣߎࠆߤߚࠍାᯏ⊑ޓ

ߎߤޔߟ޿ޟࠄߚߌߟ⷗ࠍ⑳ߒ߽ޔさん߽ߥߺޕߔ߹ߒᩏ⺞߆ߩࠆ޿ߢ

ޠ߆ߚ޿ߡߒࠍ㧓⦡ߩᏀߣベ㧒ฝ⿷ߩ⦡૗ޟ߫ࠇ߆ಽߒ߽ߡߒߘޔޠߚ޿ߦ

ᢎߊߡ߃ださޕ޿ᖱႎߊߚ߇さん㓸߹߇ߣߎࠆ߆ࠊߣࠆჇޕߔ߹߈޿ߡ߃

ޕߔ߹ߒ޿㗿߅දജߏ

㸯᪥㸦᪥㸧小学校㐠ື会

２᪥㸦᭶㸧༊㛗会

᣺᭰ఇ᪥㸦小 1��1 㐠ື会、中����ᆅ༊㝣上㸧

㸵᪥㸦ᅵ㸧㸦小㸧㐠ື会ண備᪥

㸶᪥㸦᪥㸧国㢌㒆㝣上➇ᢏ大会

㸷᪥㸦᭶㸧࣏ࢫーࢶの᪥

1�᪥㸦㔠㸧㸦小㸧校内童ヰ࠾ヰᑂᰝ会

1�᪥㸦ᮌ㸧㸦小㸧ᐟἩ学⩦�㹼��᪥

�1᪥㸦ᅵ㸧࣐࢝ࣖࢪー

㸦中㸧校内合唱ࢡࣥࢥーࣝ

��᪥㸦᪥㸧⪁人࣭፬人合ྠ࣏ࢫーࢶ大会

��᪥㸦ᮌ㸧ᐃ౛ᩍ⫱ጤဨ会議

��᪥㸦ᅵ㸧しࡹࡕࢇࡲⱁ⬟

��ᒎ�㹼ࡳࡂ࠾࠾᪥

��᪥㸦᪥㸧බẸ㤋ㅮᗙ
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